
 
 
 
 
 
 
 

 

子供たちの頑張りを支えるために 
 

                                 校長 浅倉 宏之 
９月27〜28日の一泊二日で５年生と一緒に名栗自然教室に行ってきました。天候にも恵ま

れ、自然豊かな名栗げんきプラザでの様々な活動に、汗だくになって、生き生きと楽しく活

動することができました。活動班の友達とああでもないこうでもないと、相談しながらアク

ティビティに取り組んだり、キャンプファイヤーの火を囲ん

で、和やかに歌ったり踊ったり･･･。かけがえのない思い出に

なってくれたらと願っています。一泊二日の旅程は短いとは

いえ、家族と離れての生活は、必ず子供たちに何らかの気付

きや成長を与えてくれます。たくさんの思い出話とともに、

子供たちの成長を、御家庭でもぜひ見付けて褒めていただけ

ればと思います。 

さて、10月21日は第72回運動会です。三小の伝統である

６年生の太鼓の演目をはじめ、各学年が趣向を凝らした表現

運動や徒競走に取り組みます。本格的な練習は始まったばか

りですが、全力で走ってタイムを計ったり、太鼓の練習に参

加したりしているときのその表情は真剣そのもので、本番当

日が実に楽しみです。 

運動会に限らず、行事に取組む子供たちのモチベーション

となる最大のものは、お家の人に見てもらい、褒めてもらう

ことです。子供たちなりにお家の人はどうしたら喜んでくれるかを分かっており、それに応

えられるように頑張ります。苦手なことや上手くできないこともあるかもしれませんが、そ

れで落ち込んでしまったり、嫌になってしまったりするのでは、なにもなりません。「でき

た」か「できなかった」で子供たちは元気付いたり、委縮したりしがちですが、それよりも

大切なのは、「どう取り組んだか？」だと思っています。ですから、お子さんが「できなか

った」自分を責めて落ち込んでいるようなときは、誰かと比

べたりせずに、その子なりの良さを見付けて、励ましていた

だければと思います。「あなたが頑張っている姿を見られる

ことが何よりもうれしい」ということが伝われば、結果を気

にしがちな子供たちには大きな救いとなると思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

また、運動会はＰＴＡをはじめとする保護者の皆様やCS委

員をはじめとする地域の皆様の協力がなくてはならない行事です。子供たちには、そのこと

もぜひ伝えていきたいと思っています。 

２学期の様々な行事が成功し、子供たちが「実りの秋」を過ごせますよう、これからも御

支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 
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